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使⽤機体
RYZE社 Tello EDU

Tello と Tello EDU と複数機種ありますが後者を使⽤
群⾶⾏をさせるなら後者が必要ですが単独⾶⾏なら前者でも⼤丈夫と思います

https://www.ryzerobotics.com/jp/tello-edu
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公式情報
https://www.ryzerobotics.com/jp/tello-edu/downloads

ダウンロードページに各種情報が公開されてます

Tello EDU 必読

Tello 必読

https://www.ryzerobotics.com/jp/tello-edu/downloads
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経験的な留意事項
• バッテリ1個で約10分⾶⾏可能

• 講義１時間でバッテリ1個使⽤，⻑時間なら予備バッテリを⽤意

• 満充電と充電可能は機体のLEDライトにより判別可能

• バッテリは過充電と過放電を避ける．⻑期過放電すると損傷し使⽤不可となる．
⻑期未使⽤時は随時補充電が必要．当然，過充電も避ける．

• 5V1.5Aを⽬安に充電器を⽤意する．スマートフォン⽤の充電器だと電流容量が⾜りな
い場合がある

• ファームウェアをアップデートする⽅が良い

• スマートフォンのアプリからファームウェアをアップデート可能．アンドロイドだと動
作不良があり，iPhoneだと動作した．当然，ファームウェアアップデート時にはス
マートフォンの使⽤を控える．

• 複数機体を同時使⽤する場合はパスワードをかける⽅が良い．上記同様にiPhoneのア

プリからパスワード設定可能．

• ファームウェアをアップデート後にLEDライトの点灯パターンが変化した．User 
Manualに記載された点灯パターンとは異なるので注意が必要．



• ⾶⾏条件

• 明るくないと安定に⾶⾏しないようです．おそらく機体下部の⾼度センサが明るさを要

求しています

• 平たく周りが開けた場所が望ましいです．机の際とか壁の側だと空気⼒学的な特性が変
わるためか不安定化して暴⾛する場合があります

• 撮影条件

• カメラはあまり性能が良く無く，暗いと写りが良くありませんし，逆光だと被写体が暗

くなります．被写体が光を正⾯に⾒る状況(telloが光源を背後に背負う)で撮影する⽅が
良いようです

• 発熱

• 発熱すると熱暴⾛します．機体を⼿で触って確認して熱すぎるなら電源を切る⽅が良い
です．数回の⾶⾏でも熱くなりますし，⾶ばさずに電源をつけていても熱くなります．

• 通信不安定性

• UDPプロトコルのシリアル通信で通信を⾏なっているためか，コマンドが通らない場合
があります．プログラムが正しいなら再度実⾏するとコマンドが通ります．

• 熱暴⾛した場合にはコマンドが通らなくなります．



• プロペラ脱落

• 墜落時にプロペラがよく脱落します．シャフトを曲げぬようにはめなおせば良いです．

• 複数のプロペラが外れたときにはプロペラの回転の向きに注意を要します．時計回り
(CW)と反時計回り(CCW)のプロペラが斜向かいに対抗して付けられていますので，正
しい回転の向きにつける必要があります．間違ってプロペラをつけたら⾶びません．

• 安全⾯

• 裸眼なら安全眼鏡を着⽤させる⽅が良いです．安全⾯の意識が⽋落した⾼校⽣は使⽤機

体を⾶ばすときにつければ良いと考えがちですが，他の機体が⾶んできて怪我をするリ
スクを避けるために常時着⽤を指導することが肝要です．

• 機体の衝突だけでなく脱落したプロペラが⽬に当たることが怖いです．

• 15秒程度通信が途絶えたとtelloが⾃⼰判断した場合には⾃動着陸に移⾏します．その
まま着陸させてれば良いのですが，⼿を広げて⼿乗りドローンのような形で受け⽌める

ことも可能です．


